
第１学年 生活科学習指導案 
指導者 福岡市立〇〇小学校 

教諭 〇〇 〇〇〇 
１．単元名「みんなだいすき」 
２．活動作りにあたって 
       〈こんな子どもだから〉 〈こんな教材で〉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．こんな子どもの姿を目指して 
 
 
 
 
 
 

 本学級の子ども達は，1学期の「学校探検」で，
2 年生に学校内を案内してもらったり，自分たち
だけで探検をして見つけたものをまとめていっ

たりした。その中で様々な人たちに支えられなが

ら毎日の生活をしていることを実感し始めてき

ている。しかし，毎日かかわって家族に支えられ

ていることに対する意識は低い。 
アンケートの結果から家の中で自分の役目を

もっている子どもが過半数以上おり，おうちでの

お手伝いに積極的に関ろうとしている。しかし，

その役目を生活習慣として継続的に行っている

子どもは少ない。 
基本的な生活習慣を自分の力で維持できてい

ない子どもがいる。 
日々の家庭生活の中で，家族からの働きかけに

よってかかわろうとはするが，自分から役目を引

き受けたり，団らんのために何かをしようとした

りするまでにはなっておらず，受身となっている

ことが多い。 
 交流活動については，ただの報告会に終始して

しまい，友だちのよさや，思いを共有するまでに

は至っていない。 
 また，自分の発表や，行動への価値付けは基本

的に教師から子どもへの評価にのみ限られ，子ど

もから子どもへの評価によって，自分の活動の価

値付けを行うまでには到っていない。 

本単元は，家族や家庭での生活に

関心をもち，家族のよさを感じ，家

庭の中で家族と過ごす楽しさを味

わう中で，家族の一員としての自分

を再認識し，家族のために自分ので

きることを考え，行動できるように

なることをねらいとしている。 
 低学年の子どもにとって，家族は

あまりにも身近で，生活と一体化し

ている。そのため，家族が普段して

くれる毎日の食事の用意や，身の回

りの世話などを当たり前のことと

しか受け止めておらず，家族の役割

に気付いていないことが多い。ま

た，社会の変化の中で家族とのふれ

あいを実感する機会が減ってきて

いる。 
 そこで，家族や自分の生活をみつ

めることで自分自身の生活習慣，家

族の一員としての行動を考えるき

っかけになると考える。また，家族

のための活動をしていく中で，自分

自身の成長に気付くことが出来る。 
 家族のことを考えながら，活動を

繰り返すことで，規則正しく健康に

気をつけて，生活をする態度を育成

することができると考えている。 

○ 家庭生活を支えている家族について進んで調べたり，家庭での役割に取り組んだりして，家族の

一員としての役割を果たそうとすることができる。       【生活への関心・意欲・態度】 
○ 家族や家庭での生活に関心をもち，自分の生活を振り返り，家族とのかかわりについて考えたり，

表現したりすることができる。             【活動や体験についての思考・表現】 
○ 自分の生活を支えている家族のよさや，自分自身の成長に気付くことができる。                       

【身近な環境や自分自身への気付き】 



〈そのために，こんな方法で〉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

子どもが気付きを広げ，深めるため，子ども自身が気付きを自覚する交流活動 
○ 単元に出会う前には（他教科との関連） 
  道徳の「いいとこさがし」では，おうちの人からの「あなたの～なところがすきだよ」という手紙

を読み，自分がいかに家族に大切にされているのかを意識させていく。また，学級活動の「けんこう

なせいかつ」をきっかけとして，自分の生活を振り返らせる。その中で，家族に見守られながら過ご

している自分に気付き，まわりの家族へ意識が向くようにする。 
 
○ つかむ段階では 
  「1日の生活を振り返るための交流」と，「自分たちが家族のためにしてみたいことを決定する交流」
の２つを行う。 

  1つ目の交流では，自分の 1日を振り返る中で，「朝自分で起きること」や「自分で時間割をそろえ
ること」など，「自分のことは自分でする」という，自立につながる意識を高めることを目的として

いる。自分がどんなことをしているのかを振り返るために学級活動の時間に記入をした，「1日の中で
していること」のプリントを基に学習を進めていく。隣同士，前後の子ども達と見比べさせ，同じと

ころや違うところを見つけさせる。その後，全体交流で一日の生活の中でしていることを発表させ，

自分でできていることや家族のためにしていることがあることに気付かせる。最後に今まで家族のた

めにしていることがある子どもを数人発表させ，自分も何かしてみたいという意欲を高める。 
  ２つ目の交流では，家族のためにしていることや今までの経験を紹介しあう中で，今まで取り組ん

でいないことでも「面白そうだ」「自分もできるかもしれない」「おうちの人の役に立ちそうだ」と考

え，自分がしてみたいことを決めることを目的としている。そのために，今まで家族のためにした経

験を，絵，写真，ビデオ，動作化など表現方法をつかって交流させる。さらに，それをした感想など

を出すことで，「家族のためにしてみたい」と更に意欲を高める。 
 
○ ふかめる段階では 
  「自分の取り組みの中間交流」と，「取り組みを振り返る交流」の２つの交流を行う。 
  1 つ目の交流では，同質グループで自分の取り組みでできたことを話し合ったり，難しかったこと
についてヒントをもらったりして，自信と意欲を高めていくことを目的としている。また，動作化な

ど相手に分かりやすく伝わる伝え方などを提示していく。 
  2 つ目の交流では，自分の取り組みを振り返り，子どもの充実感や自信を高めることを目的として
いる。交流の中で互いのよさを認め合ったり，教師の価値付けをおこなったりすることで子ども自身

が自分の活動について達成感を高めていきたい。また，保護者からの子どもの取り組みに対する手紙

などを紹介する事で，家族のために何かする喜びを感じさせ，今後も継続的に取り組む意欲を高めて

いきたい。 
 
○ ひろげる段階では 
家族との活動を紹介し合い，新しい活動への意欲をもつ交流を行う。 

  最後に，家族が楽しめるために行った活動や家族の喜びの声を中心に交流をさせる。また，学習を

始めた頃の自分と比べさせ，自分が役割を積極的に果たし，家族の役に立ったことに気付かせ，家族

の一員としてよりよい生活をしようとする意欲を高めさせる。 
 



５．本時  平成２０年１０月２０日（水） １４：１０～１４：５５ 
 福岡市立〇〇小学校 １年〇組 教室 

 
６．本時の目標 
  ○ 自分のしたことについて報告し，友だちにアドバイスをしたり，アドバイスを聞いたりすることが

できる。 
（思考・表現） 

 
７．本時指導の考え方  
① 本学級の子ども達は，これまでの家族生活を振り返り，いつも一緒にいていろいろなか

かわりをもっているにもかかわらず，毎日当たり前に過ごしている家族を改めて見つめる

ことができた。家族の家庭生活の中には様々な役目があることを知り，自分にもできそう

なことがあることに気付いた。そして家族のためにしたことをカードに表し，自分のして

いることを友だちに知らせたり，聞いたりし、自分も家でしてみたいことを決めていった。

「家でのチャレンジ」を通して、できたこと、できなかったことが明確になり、できてい

る児童に聞きたいと意欲を高めてきている。  
 
② 本時では，自分の家でしたことを友達に紹介しあうことで、児童の取り組みの活性化、

もしくは取り組みの変更を促していくことを目的としている。  
そのためにまず，自分のチャレンジしたことを隣同士や，前後の友だちと交流をさせ，

その中で「わたしとちがって、うまくできている」「○○さんはこういうことをむずかしい

と感じている」とそれぞれの活動がどの程度進んでいるのかがわかる。また，事前に小グ

ループで発表し合うことで，全体交流への意欲付けにもつながると考える。  
次に、同じ取り組みをしている友達や、以前からその活動に取り組んでいた友達と交流

させていく。交流の中で「こんな方法もあるんだ」「みんな、うまくいっていない」などを

感じることで、改めて自分の活動を振り返ることができると考える。  
全体交流では，質問を中心に発表させていく。「いつ行っているか」「どのように行って

いるか」「難しい点をどのようにしているか」などを質問していく中で、自分の活動をより

よくする手立てが見つかると考える。友だちの意見を聞くことで、活動がよりよくなる経

験を通し、学び合いの良さや、友だちの良さに気付いていけると考える。また、自分の意

見を通して、友だちの活動がよりよくなることで、教えた自動も自分の良さにきづけると

考える。  
  子どもの質問や、答えを板書し、まとめていくことで子どもたちの学習を振り返りがで

きるようにし，自分がしてみたいことを決めていくときのヒントにする。  
  最後に学習の振り返りの中で、「これからどのようにしていきたい」ということを発表さ

せることで，活動への意欲を更に高めていきたい。  
 
８．準備 
○教師・・・学習プリント 
○児童・・・生活科ファイル



４．活動の流れと評価・支援計画（全１２時間） 
段階 活動のねらい 子どもの活動の姿 評価基準と見取りの方法 支援 

つ 
か 
む 
 

○  自分の１日を振り返り，様々

なことを家の中でしていること

を理解し，自分のことは自分で

することの大切さに気付くこと

ができる。 
○ 自分がしていることを表現す

ることができる。 
 
  
 
 
○ 友だちのしている役目の紹介

を聞き，自分のチャレンジして

みたい役目を考えることができ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【気付き】 
 自分のことは自分でしなく
てはいけないことに気付くこ
とができる。 
（発表・プリント） 
 
 
 
 
【思考・表現】 
 自分の経験を振り返りカー
ドに絵や写真や文を使ってま
とめることができる。 
（カード） 
 
 
 
 
 
 
 
 
【思考・表現】 
 これからしたい役目を考え
ることができる。 
（発表・プリント） 

 

○ １日の振り返りをする際に，イラス
トを使い，家での様子をイメージしや
すいようにする。 

 
○ 家での協力が得られるように学級
通信などで保護者に伝える。 

 
 
 
○ 絵カードを用意しておき，子ども達
がそれぞれの家庭の違いを視覚的に
分かるようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 写真やビデオなどを使い，家での役
目をイメージしやすくし，自分のした
いことを決めやすくする。 

 
 
 

ふ 
か 
め 
る 

○ 自分のしたことについて報告

し，友だちにアドバイスをした

り，アドバイスを聞いたりする

ことができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【意欲・関心・態度】 
家族と自分のかかわりの中

から，自分のチャレンジして
みようと思うことに取り組む
ことができる。 
（プリント・発表・態度） 
 
【関心・意欲・態度】 
 進んで発表の準備をするこ
とができる。 
（態度） 
 
 
 
 
 
 
 
【思考・表現】 
自分が取り組んだことを自
分なりの方法で表現すること
ができる。   
（プリント） 
 

 
○ 家庭での取り組みが主な活動にな
るため，取り組みがどのように行われ
ているのか，毎日カードなどに書き込
ませ，様子を把握する。 

 
○ 家庭での取り組みが停滞している
子どもに対しては，その原因を一緒に
探り，取り組みやすい状況を作ってい
く。 

 
○ 保護者に対して，励ましや協力をお
願いしておき，子どもの様子の情報を
キャッチできるようにしておく。 

 
○ 子どもの取り組みの工夫や課題を
把握して，グルーピングをし，取り組
みの発展や課題解決できるような交
流になるようにする。 

 
 
○ 発表の方法が思いつかない子ども
には，色々な発表方法を例示したり，
一緒に活動したりする。 

 

わたしのいちにちをかんがえよう。                    ② 

朝起きるのは自分ででき

ているよ。 

時間割をそろえるのはおう

ちの人にしてもらってる。 

おうちの中にはこんな

ことがあるんだね。 

じぶんがしていることはどんなことかな。 

玄関掃除をしたことがあ

るよ。 

お風呂掃除は毎日私がして

いるよ。 

みんなしていることが

違うな。 

じぶんがしていることをみんなにしらせたいな。  

じぶんがおうちでしていることをしょうかいしあって，してみたいことを 
きめよう。                             ① 

お母さんから言われたと

きに玄関掃除をするよ。 

お風呂掃除をしているよ。夜

みんなが入る前にするよ。 

○○さんは洗濯物をた

たんでいる，すごいな。 

じぶんもおうちの人のためになにかしたいな。     

できたことやむずかしかったことをはっぴょうして、おうちでのとりくみをよく

しよう。                         （本時２／２） 

してみたけどうまくいか

なかったよ。 

こんなふうにしたらうまく

いったよ。 

こんなやり方があるん

だ。 

おうちでのさいチャレンジ 
 
だんだんじょうずになっ

てきたよ。 

言われたとおりやったら，
できるようになったよ。も
っと続けたいな 

他にもできることはな

いかな。 

よし，もういちどチャレンジしてみよう。     

おうちでのチャレンジ 



 
○ 発表の方法を決め，準備をす

ることができる。 
 
 
 
 
○ 自分のしたことを発表し，自

分の実践の良さに気付くことが

できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【気付き】 
 自分の実践の良さに気付く
ことができる。 

（発表・プリント） 

 
○ 事前に内容を把握しておき，アドバ
イスを行うことで発表をしやすくす
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 家族からの「がんばってくれて助か
っている」などの手紙を紹介し，活動
の価値に気付かせる。 

     

ひ 
ろ 
げ 
る 
 

○ 家族が楽しめる方法を考える

ことができる。 
 

 

 

 

 

 

○ 学習を振り返り，家族の存在

の重要性に気付き，自分自身の

成長について見つめなおすこと

ができると同時に，新しい活動

への意欲をもつことができる。 

  
【関心・意欲・態度】 
 家族が楽しめる活動に，積
極的に取り組むことができ
る。 
（発表・態度・プリント） 
 
 
 
【思考・表現】 
家族への思いや，活動の感
想を表現することができる。
（プリント） 
 
 
 
【気付き】 
 自分や友だちの活動のよさ
や，がんばりに気付くことが
できる。 
（プリント・発表） 

 

○ カードにコメントを入れることに
より，今までの取り組みを振り返ら
せ，自分で決めたことができた喜び
や，家族のよさ，家族とのかかわりを
感じ取らせておく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ なかなか書けない子どもには聞き
取りを行いながら，アドバイスをして
いく。 

 
 
○ 保護者にコメントを書いてもらっ
ておき，家族の大切さや，温かさを感
じ取ることができるようにする。 

 

 
 
 

おうちの人がたのしめるためにどんなことができるかな。          ② 

一緒にたくさんお話しよ

う。 

ゲームを一緒にしてみたい

な。 

本を読んであげてみよ

うかな。 

おうちの人がたのしんでくれるようにがんばってみよう。     

おうちでしてたのしかったことをはっぴょうしよう。            ② 

いろんなお話ができて嬉
しかったから，これから
も。続けていきたいな。 

ゲームをして楽しかった
よ。また，別のゲームもし
てみたいな。 

本を読んであげたら喜
んでくれたよ。だから，
また読んであげたい
な。 

これからも，かぞくのためにじぶんでできることをしていきたいな。     

「ステップアップはっぴょうかい」のじゅんびをしよう。          ① 

紙芝居を作って発表しよ

う。 

本物があったら，みんな

分かるかな。 

うまくいったことをお

話しよう。 

ともだちにじょうずになったことをいいたいな。     

「ステップアップはっぴょうかい」をしよう。               ② 

おうちの中でできること

が増えたよ。 

みんなにほめてもらってう

れしいな。 

おうちの人にもよろこん

でもらってうれしいな。 

おうちの人にもっとよろこんでもらいたいな。これからもつづけていきたいな。 

おうちでのさいチャレンジ 
 

おうちでしてみよう。 
 



９．本時の展開 
 

 
 
 
 

 

学習活動と子どもの姿 評価基準と見取りの方法 支援 

１．前時の想起をする。 
２．めあてを確認する。 

できたことやむずかしかったことをはっぴょうして、おうちでのとりくみをよくしよう 

３．家でしてできたこと、むずかしいことをプリントに書く。 
４．家でしてみたこと紹介する。 
（１）隣同士，前後の友だちに紹介する。 

 

（２）同じことをしている友達や、したことのある友達に質問をしにいく。 
 

５．全体に家でしていることを紹介や、むずかしかったことの質問をする 
 

 
 
 

 

 
 
６．学習の振り返りをする。 
 学習の振り返りカードを書く。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
【思考・表現】 
 自分のしていることのできたことやむずか

しかったことを紹介しあうことができる。 
Ａ：自分が難しいと思ったことを解決する方法

などを質問することができる。 
Ｂ：自分のしたことのなかで、できたことやむ

ずかしかったことを紹介することができる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
○ 隣同士，前後での交流から，全体交流とす

ることで，気付きが広がるようにする。 
○ 話し合いの観点を与え，話し合いがスムー

ズに進むようにする。 
 
○ 同じことをしている児童がわかるように

一覧表を渡しておく。 
 
 
○ 子どもの気付きや価値付けを取り上げ，ク

ラスに広げる。 
 
 
○ 発表の仕方が分からない子どもが発表を

しやすいように，モデルを提示する。 
○ 決めることができない子どもには，聞き取

りを行いながらアドバイスをしていく。 
 

私は、テーブルふきにチャ
レンジしたら、うまくいっ
たよ。きれいにふけてるね
ってほめられたよ。 

私は、お皿の片付けにチ
ャレンジしたけど、うま
くくいかなかったよ。お
皿をおとしちゃった。 

私はお買い物にチャレン
ジしたけど、できなかっ
たよ。おかいものおうち
の人がもう行ってたよ。 

私はテーブルふきが上手
になったから、他のことに
もチャレンジしてみたい
な。 

お皿を落とさない方法を
きいたから、その方法をた
めして頑張ってみたいな。 

お買い物は、できないこ
とが多いから、別のもの
にチャレンジしてみたい
な。 

もっと、きれいにテーブル
をふける方法ってあるか
な。 

お皿を落とさないように
運ぶにはどうしたらいい
かな。 
 

お買い物をしいけど、ま
だできないんだ。○○ち
ゃんは、いつもどうして
いるの。 

テーブルを上手にふく方
法を知っている人いませ
んか。 

お皿を落とさないで運ぶ
方法を知っている人いま
せんか。 
 

お買い物をしたいけど、
おうちの人がしていてで
きません。 

何度もふくと、よごれがお
ちるよ。 

お皿の上と下をきちんと
押さえると落ちないよ。 
 

私もそうだったから、別
のことをしています。 


